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はじめに

茨城県では平成２０年１２月以降、新体制下でオーエス

キー病（��）清浄化対策を進めているが、鹿行家畜

保健衛生所（鹿行家保）ではそれに先駆け、生産者の

声をきっかけに平成１９年度から管内養豚密集地域であ

る鉾田市において��清浄化の取組みを独自に開始し、

農場の実態調査とモニタリングに重点をおいて継続的

に実施してきた。今回、鉾田市における取組み状況お

よび管内抗体検査データを整理したので、��清浄化

対策の進捗状況についてその概要を報告する。

茨城県の概要

茨城県では約４５０戸の養豚場に６１０，０００頭の豚が飼養

されており、そのうち当所管内では１０８戸の養豚場に

約２４０，０００頭の豚が飼養されている。中でも鉾田市、行

方市の２市は飼養豚の約９割が集中する全国有数の養

豚密集地域である。また、当所管内では国内に��が

侵入した当初より��ウイルスの侵入や浸潤が認めら

れ、現在に至るまで密集地域である２市では、��の

浸潤が持続的に認められている。

鉾田市養豚組合の取組み

平成１９年４月、全国屈指の養豚密集地域である鉾田

市養豚組合の生産者数名から、市内養豚場の��清浄

化に取組みたいので家畜保健衛生所に協力して欲しい

との申し入れがあった。生産者自らが足並みをそろえ

て地域的な取組みをしたいという意向であったことか

ら、家保はこの取組みが生産性向上や疾病対策の一助

になると判断し、取組みの中心となる生産者１３名、市

役所及び当所で鉾田市��撲滅検討委員会を設立し、

鉾田市における��清浄化対策が始まった。

１．平成１９年度における調査結果

初年度の取組みでは、地域の現状把握を第一と考え、

実態把握として各生産者への聞き取り調査と��浸潤

調査として抗体検査を実施した。また、生産者の��

清浄化に対する意識の共有化を図るため、定期的な検

討会の実施と生産者との信頼関係の構築に重点を置い

た。

初年度の調査結果から、市内８２％の農場で��ワク

チンを使用していたが、約半数の農場で��の浸潤が

確認された。また、６０％の農場では豚を��清浄農場

から導入しており、３０％の農場では定期的に抗体検査

も実施しており、生産者が��清浄化を意識している

様子が見受けられた。しかし、この実態調査から、ワ

クチン接種だけでは��清浄化は困難であるというこ

とが再確認された。

２．オーエスキー病浸潤２農場のモニタリング

��清浄化対策のモデルとして、平成１９年度から鉾

田市内の��浸潤２農場でモニタリングを実施し、農

場個別の対策を検討した。モニタリングは、約３ヶ月

間隔で採血を実施し、繁殖母豚（産歴別）、離乳豚（３０

日齢）、育成豚（６０日齢）、肥育豚（９０日齢、１２０日齢、

１５０日齢、１８０日齢）の各ステージ別に約５頭採血する

方法（ステージ採血）を基本として、抗体検査は市販

のエライザ検査キットを用いて��野外感染状況およ

び��抗体保有状況の推移を検証した（図１、２）。

初回検査時、２農場ともに導入豚は ��清浄豚で

あったが、繁殖母豚は��野外感染抗体保有率が６０～

８０％と高く、肥育豚においても��浸潤が認められて

いた。Ａ農場（図３、４）では肥育豚に��ワクチン

を使用していたが、ワクチン抗体の保有率が悪かった

ため、ワクチンプラグラムの見直しを行う必要があっ

た。一方、Ｂ農場（図５、６）では繁殖豚にのみ��

ワクチンを接種し、肥育豚での��ワクチンは未接種
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であったため、肥育豚等の移行抗体の消失時期を検討

した上でワクチン接種を開始することとした。

約１年後、Ｂ農場では肥育豚における��の浸潤は

認められなくなり、繁殖豚の更新も進み農場全体とし

て��清浄化の兆しが早期に認められたが、Ａ農場で

は同時期において肥育豚の中に��の浸潤が持続的に

認められ、清浄化の達成が困難であると考えられた。

しかし、継続的にワクチン接種を行うことで、後にＡ

農場でも肥育豚の��浸潤は認められなくなり、現在

も清浄性を維持している。

この２農場のモニタリングから、ステージ採血と２

種類のエライザによる農場の現状把握が有効であるこ

とが検証された。また、��清浄化対策における��

ワクチン接種の有効性も再認識された。さらに、モニ

タリング農場では��清浄豚のみを導入しているため、

農場への新たな��ウイルスの侵入がなかったことが、

 

 

 

 

 

図１　オーエスキー病のモニタリング方法 図２　農場モニタリング

 

 

 

 

 
図３　Ａ農場の概要 図４　Ａ農場の改善ポイント

 

 

 

 

 

図５　Ｂ農場の概要 図６　Ｂ農場の改善ポイント
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清浄化が順調に進んだ一因であると考えられた。

３．１３農場の個別データの検証

初年度に実施した鉾田市内養豚場の実態調査と��

浸潤２農場のモニタリングから、農場の経営形態や飼

養規模により様々な��清浄化へのアプローチが必要

であると考えられた。そこで、平成２０年度からは個別

データ数を増やした上で��清浄化対策を検証するた

め、��撲滅検討委員会１３名の生産者農場でモニタリ

ングを実施した。

その結果、１３農場中��清浄が５農場、��浸潤が

８農場であった。清浄農場において特に飼養衛生管理

面で特筆すべき事項はなく共通の衛生対策は、ワクチ

ン接種の徹底や定期的な抗体検査の実施と��清浄豚

の導入を確実に行っていた。一方、��浸潤農場では、

��ワクチンがワクチンプログラムどおり確実に接種

（日齢、接種方法、不徹底等）されていないことが共通

項目として認められたが、定期的なモニタリングの実

施や飼養衛生管理の見直しによるワクチン効果の改善

を図ることで、��清浄化達成は可能であると考えら

れた。

以上のモニタリングから、��清浄化に必要な事項

は①適正な日齢でのワクチン接種、②定期的な抗体検

査による抗体保有状況の確認、③��清浄豚の導入と

維持と考えられ、家保は生産者の衛生意識の向上や、

抗体検査に基づく衛生対策の指導を実施し、農家段階

における��清浄化を推進していくことが重要である

と思われた。

鹿行地域のオーエスキー病浸潤状況

平成２０年１２月以降、新体制下で��清浄化対策を実

施してきた。��防疫対策要領に基づく２年間の��

清浄度確認検査を通じて、��清浄化の兆しが若干認

められてきた。

１．管内の AD浸潤の推移（表１、２）

頭数ベースの��野外抗体陽性率は、１期目２３．９％

であったのに対し２期目は１５．４％と低下が認められた。

この傾向は繁殖豚、肥育豚で認められ、繁殖豚では更

新による��陽性豚の淘汰と清浄豚の導入による清浄

化が進んだため、また、肥育豚では適期のワクチン接

種により��ウイルスの活動が沈静化し、農場内で水

平感染が起こりにくくなったためであることが示唆さ

れた。

当所管内５市の��陽性率は、３市は２年間継続し

て清浄地域を保ち、２市は依然として��は浸潤して

いるが、前年と比較して陽性率の低下が認められた。

地域的および継続的な��清浄化対策の取組みが、農

場単位での��ウイルスの潜伏場所の減少をもたらし、

また、一方で��清浄豚の導入により農場外部からの

感染リスクが減少し、地域単位の清浄化が進展してき

ていると考えられた。

戸数ベースでは、昨年同様、管内全養豚場の半数が

��浸潤農場であり、一貫経営農場では７７戸中５１戸で

��浸潤が認められた。特に、繁殖豚のみで��浸潤

が認められた農場が２８戸あり、今後、戸数ベースの陽

性率を下げるためには、��陽性の繁殖豚を更新する

ことが必要不可欠となる。しかし、繁殖豚における頭

数ベースの陽性率は確実に減少してきており、引き続

きワクチン接種を徹底し、��ウイルスの活動場所を

少なくすることで、繁殖豚更新に伴う��清浄化の推

進が期待できる。
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表１　第１期目 鹿行管内 AD浸潤状況（平成２０年１２月～平成２１年１１月、頭数ベース）
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一方、肥育経営農場では、年を追って清浄農場が多

く認められるようになってきた。これは、導入元農場

の��清浄化が進んだことにより、��清浄豚を導入

できる環境が整ったためであると考えられた。

２．AD浸潤農場の浸潤要因

平成２２年、��浸潤農場５５戸の実態調査と抗体検査

結果から、農場ごとの��浸潤の要因を精査した。

��ワクチンは４８戸の農場が全頭接種と回答したが、

そのなかに��ワクチン抗体を保有していない農場が

７戸認められた。抗体を適切に保有できなかった要因

として、移行抗体等によるワクチンテイク阻害、若し

くは、接種漏れ等の人為的な要因が考えられた。��

ウイルスの感染サイクルを断つためには、十分なワク

チン抗体の保有が重要である。ワクチン接種を効果的

に活用した��清浄化達成には、定期的な抗体検査に

よる抗体保有状況の確認と改善指導が必須である。

肥育経営農場では、導入元が��浸潤農場と知った

上で豚を導入している農場が９戸中４戸あった。肥育

経営農場の��清浄化は、導入元農場の汚染度に左右

されることはこれまでの取組みから明らかである。し

かし、導入元が��浸潤農場であっても、��ウイル

スに感染する前に肥育経営農場に豚を移動することが

可能であれば、肥育豚の��ウイルスに対する感染リ

スクは低減し、肥育経営農場における豚の��清浄化

は比較的容易に達成できると考えられる。このことか

ら、肥育豚を分離飼養している一貫経営農場でも、繁

殖豚の清浄化には時間を要しても、肥育豚の清浄化は

早期に進むことが期待された。

また、繁殖豚を自家育成している��浸潤農場は３２

戸あり、平成１９年度の調査数より増加していた。��

浸潤農場で��清浄繁殖豚を生産するには、育成段階

の感染を防ぐ事が必須であるが、今回の調査で繁殖豚

の自家育成農場で肥育豚に��浸潤が認められた農場

は１８戸あった。これらの農場では、肥育段階で��ウ

イルスの感染環を断つことができないため、繁殖候補

豚にも��ウイルスが感染し、結果として繁殖豚が清

浄化できない悪循環が起こっている。今後、��清浄

化の大きな課題である��清浄豚の流通を含む繁殖豚

自家育成農場の��清浄化対策の構築が急務である。

３．まとめ

��ウイルスは、基本的に接触感染が主体であると

考えられている。また、��ウイルスは潜伏感染する

が、その時期のウイルスの排泄期間や量は限られてい

ることから、ウイルスが野外で残存しやすい温度や湿

度等の環境要因や他の病原体の関与が個体の��感染

成立に大きな影響を与えると考えられている。そのた

め、ウイルスが野外で残存し難い夏期等では��の感

染が起こりにくい可能性がある。言い換えれば、農場

内において一時的に��ウイルスの動きが沈静化して

いても、季節とともに再度ウイルスが動き出す危険性

があり、農場の真の��浸潤状況を把握には、複数回

の抗体検査を重ねて総合判断する必要がある。

これまでの調査結果より、��清浄化を着実に進め

るための��浸潤農場が実施すべき基本的な衛生対策

は、��ワクチン接種の徹底、抗体検査によるワクチン

抗体保有状況の確認、��清浄豚の導入と維持である。

それに加え、家畜保健衛生所による定期的な抗体検査

による農場の��浸潤状況の把握（図７）とそれを踏
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表２　第２期目 鹿行管内 AD浸潤状況（平成２１年１２月～平成２２年１１月、頭数ベース）
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まえた的確な衛生対策の指導が重要であることを実感

した。

地域的な AD清浄化対策の必要性

この４年間、継続的に実施してきた��ワクチン接

種の推進と抗体検査により、��ウイルス量が地域単

位で減少していることが明らかになり、農場外部から

の��ウイルスの侵入リスクも低くなってきた。その

結果、管内の頭数ベースの��陽性率が低下し、養豚

密集地域においても着実に��清浄化が進んでいる。

��清浄化の兆しが見え始めた今が、改めて��清浄

化を本格的に始めるスタートラインであり、家保がこ

の取組みを継続していくことで、��感染豚が一頭も

存在しない真の��清浄化を目指していきたいと考え

ている。
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図７　AD浸潤別農場採材の進め方


